
NO.118（5） 日 高 市 議 会 だ よ り

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
を

鑑
み
、
平
和
記
念
式
典
へ
の
児
童

の
派
遣
を
中
止
と
し
た
た
め
派
遣

費
用
を
、「
財
政
調
整
基
金
管
理

運
用
事
務
」
と
し
て
、
令
和
３
年

度
決
算
剰
余
金
の
一
部
を
地
方
財

政
法
等
の
規
定
に
基
づ
き
財
政
調

整
基
金
に
積
み
立
て
る
た
め
積
立

金
を
、「
公
共
施
設
整
備
基
金
管

理
運
用
事
務
」
と
し
て
、
今
後
の

公
共
施
設
の
整
備
や
改
修
の
費
用

の
財
源
と
し
て
備
え
る
た
め
積
立

金
を
、「
公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
推
進
事
務
」
と
し
て
、
小
中
学

校
の
統
合
に
よ
る
学
校
跡
地
の
利

活
用
に
関
す
る
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト

費
用
を
、「
庁
舎
等
維
持
管
理
事

業
」、「
交
通
安
全
施
設
整
備
・
維

持
管
理
事
業
」
及
び
「
防
災
情
報

伝
達
シ
ス
テ
ム
整
備
・
維
持
管
理

事
業
」
と
し
て
、
電
気
料
金
の
高

騰
に
伴
う
光
熱
水
費
を
、
そ
れ
ぞ

れ
追
加
、
増
額
又
は
減
額
、
徴
税

費
で
は
、「
法
人
市
民
税
賦
課
事

務
」
と
し
て
、
地
方
税
法
の
改
正

に
伴
う
シ
ス
テ
ム
改
修
費
用
を
追

加
、
戸
籍
住
民
基
本
台
帳
費
で
は
、

「
住
民
基
本
台
帳
事
務
」
と
し
て
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
申
請
受
付

手
続
の
円
滑
化
を
図
る
た
め
の
タ

ブ
レ
ッ
ト
端
末
購
入
等
に
係
る
費

用
を
、
そ
れ
ぞ
れ
追
加
又
は
増
額
、

民
生
費
の
社
会
福
祉
費
で
は
、「
総

合
福
祉
セ
ン
タ
ー
維
持
管
理
事

業
」
と
し
て
、
電
気
料
金
の
高
騰

に
伴
う
光
熱
水
費
を
、「
介
護
保

険
特
別
会
計
繰
出
事
務
」
と
し
て
、

令
和
３
年
度
決
算
に
基
づ
く
精
算

交
付
及
び
シ
ス
テ
ム
改
修
に
伴
う

特
別
会
計
繰
出
金
を
、
そ
れ
ぞ
れ

増
額
、
農
林
水
産
業
費
で
は
、「
農

業
委
員
会
運
営
事
務
」
と
し
て
、

農
業
委
員
会
委
員
が
使
用
す
る
タ

ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
通
信
費
等
を
、

そ
れ
ぞ
れ
追
加
又
は
増
額
、
土
木

費
の
道
路
橋
り
ょ
う
費
で
は
、「
生

活
道
路
整
備
事
業
」
と
し
て
、
日

高
団
地
東
側
の
幹
線
48
号
待
避
所

の
設
置
を
川
越
市
が
実
施
す
る
こ

と
か
ら
、
川
越
市
に
負
担
金
を
支

出
す
る
た
め
、
科
目
を
更
正
、
都

市
計
画
費
で
は
、「
高
麗
川
駅
東

口
開
設
事
業
」
と
し
て
、
駅
舎
整

備
に
当
た
り
支
障
と
な
る
バ
ス
停

及
び
タ
ク
シ
ー
乗
り
場
の
移
設
費

用
を
、「
土
地
区
画
整
理
事
業
特

別
会
計
繰
出
事
務
」
と
し
て
、
令

和
３
年
度
決
算
に
基
づ
く
精
算
に

よ
り
特
別
会
計
繰
出
金
を
、
そ
れ

ぞ
れ
追
加
又
は
減
額
、
教
育
費
の

教
育
総
務
費
で
は
、「
教
育
セ
ン

タ
ー
事
務
」
と
し
て
、
い
じ
め
問

題
専
門
委
員
会
委
員
が
関
係
人
等

へ
の
報
告
を
行
う
た
め
の
報
酬
を
、

「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
推

進
事
業
」
と
し
て
、
武
蔵
台
地
区

義
務
教
育
学
校
の
開
校
準
備
に
伴

い
、
校
歌
作
成
、
校
章
デ
ザ
イ
ン

作
成
及
び
学
校
旗
購
入
の
費
用
を
、

そ
れ
ぞ
れ
増
額
又
は
減
額
、
小
学

校
費
で
は
、「
小
学
校
維
持
管
理

事
業
」
と
し
て
、
抗
ウ
イ
ル
ス
天

板
の
価
格
高
騰
分
と
し
て
立
て
替

え
て
執
行
し
た
消
耗
品
費
の
繰
り

戻
し
、
ガ
ス
及
び
電
気
料
金
の
高

騰
に
伴
う
燃
料
費
、
光
熱
水
費
を
、

そ
れ
ぞ
れ
増
額
、
中
学
校
費
で
は
、

「
中
学
校
維
持
管
理
事
業
」
と
し

て
、
抗
ウ
イ
ル
ス
天
板
の
価
格
高

騰
分
と
し
て
立
て
替
え
て
執
行
し

た
消
耗
品
費
の
繰
り
戻
し
、
ガ
ス

及
び
電
気
料
金
の
高
騰
に
伴
う
燃

料
費
、
光
熱
水
費
の
ほ
か
、
高
萩

中
学
校
の
プ
ー
ル
改
修
費
を
、
そ

れ
ぞ
れ
増
額
、
社
会
教
育
費
に
つ

き
ま
し
て
は
、「
公
民
館
維
持
管

理
事
業
」「
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

維
持
管
理
事
業
」
と
し
て
、
電
気

料
金
の
高
騰
に
伴
う
光
熱
水
費
を
、

そ
れ
ぞ
れ
増
額
し
た
い
と
い
う
も

の
で
す
。

�

（
全
員
賛
成
で
原
案
可
決
）

（
議
案
第
50
号
）

　

�

令
和
４
年
度
日
高
市
後
期
高
齢

者
医
療
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
、
そ

れ
ぞ
れ
419
万
９
千
円
を
追
加
し
、

補
正
後
の
総
額
を
、
そ
れ
ぞ
れ
８

億
９
千
977
万
８
千
円
と
し
た
い
と

い
う
も
の
で
す
。

�

（
全
員
賛
成
で
原
案
可
決
）

（
議
案
第
51
号
）

　

�

令
和
４
年
度
日
高
市
介
護
保
険

特
別
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
、
そ

れ
ぞ
れ
７
千
284
万
８
千
円
を
追
加

し
、
補
正
後
の
総
額
を
、
そ
れ
ぞ

れ
44
億
９
千
747
万
円
と
し
た
い
と

い
う
も
の
で
す
。

�

（
全
員
賛
成
で
原
案
可
決
）

（
議
案
第
52
号
）

　

�

令
和
４
年
度
日
高
市
武
蔵
高
萩

駅
北
土
地
区
画
整
理
事
業
特
別

会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

　

歳
入
予
算
に
つ
い
て
、
令
和
３

年
度
決
算
に
基
づ
く
繰
越
金
の
増

額
及
び
繰
入
金
の
減
額
、
歳
出
予

算
に
つ
い
て
、
国
庫
支
出
金
の
減

額
に
伴
い
、
財
源
更
正
を
し
た
い

と
い
う
も
の
で
す
。

�

（
全
員
賛
成
で
原
案
可
決
）

（
議
案
第
53
号
）

　

�

令
和
４
年
度
日
高
市
下
水
道
事

業
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

　

収
益
的
支
出
に
つ
き
ま
し
て
、

電
気
料
金
が
当
初
の
見
込
み
よ
り

も
上
昇
し
た
こ
と
及
び
汚
泥
処
分

量
が
当
初
の
見
込
み
よ
り
も
増
加

し
た
こ
と
に
伴
い
、
処
理
場
費
の

動
力
費
及
び
委
託
料
が
増
加
し
た

こ
と
に
よ
り
、
総
額
を
10
億
７
千

181
万
２
千
円
と
し
た
い
と
い
う
も

の
で
す
。

�
（
全
員
賛
成
で
原
案
可
決
）

（
議
案
第
54
号
）

　

�

日
高
市
議
会
議
員
及
び
日
高
市

長
の
選
挙
に
お
け
る
選
挙
運
動

用
自
動
車
の
使
用
等
の
公
営
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

　

最
近
に
お
け
る
物
価
の
変
動
等

に
鑑
み
て
公
職
選
挙
法
施
行
令
が

改
正
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
選
挙

運
動
用
自
動
車
の
使
用
等
に
係
る

公
費
負
担
の
限
度
額
を
引
き
上
げ

る
こ
と
に
つ
い
て
定
め
る
た
め
、

所
要
の
改
正
を
し
た
い
と
い
う
も

の
で
す
。

�

（
全
員
賛
成
で
原
案
可
決
）

（
議
案
第
55
号
）

　

�

職
員
の
勤
務
時
間
、
休
日
及
び

休
暇
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

　

人
事
院
規
則
の
改
正
を
踏
ま
え
、

妊
娠
、
出
産
、
育
児
等
と
仕
事
の

両
立
に
資
す
る
た
め
、
職
員
の
育

児
参
加
の
た
め
の
休
暇
の
対
象
期

間
を
出
生
後
８
週
間
か
ら
出
生
後

１
年
に
拡
大
し
、
職
員
が
育
児
参

加
を
し
や
す
い
職
場
環
境
を
整
備

す
る
た
め
、
所
要
の
改
正
を
し
た

い
と
い
う
も
の
で
す
。

�

（
全
員
賛
成
で
原
案
可
決
）

（
議
案
第
56
号
）

　

�

職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

人
事
院
規
則
の
改
正
を
踏
ま
え
、


